
資料５今後の検討の方向性
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１２月の最終取りまとめに向け、引き続き、ソリューション等についての検討を進め、２０１０年までのu-Japanの全体設

計図及び政策パッケージを策定する

− 引き続き、ソリューションの実現に必要な要素（個別技術、アプリケーション、サービス等）を整理し、その実現方策を政策パッケー

ジ化

− アンケートの限界も考慮し、ニーズからのアプローチに加え、技術的な可能性・必要性など異なる面からのアプローチとのバラン

スを取り、全体設計図・政策パッケージを最適化する

− 重要度の高いソリューションについて検討を行う

【例】豊かな人間関係や信頼に基づく社会的繋がり（SC:Social Capital）に関するソリューション

【例】教育分野のソリューション等

− 政策の進捗を点検するためのアウトカム目標・達成時期の設定、評価の枠組みの在り方について検討を行う

今後の日程（案）

平成１６年

１２月
６月１８日
９：００－１１：００

９月上旬 １０月上旬 １１月上旬 １２月上旬

第２回総会

全体の中間
報告案

第５回 ＷＧ

①ｕ－Ｊａｐａｎを構
成するソリューショ
ンの詳細について
（１）

②ソリューション実
現のための具体的
な要求事項につい
て（１）

第５回 ＷＧ

①ｕ－Ｊａｐａｎを構
成するソリューショ
ンの詳細について
（１）

②ソリューション実
現のための具体的
な要求事項につい
て（１）

第７回 ＷＧ

最終報告素案の議
論

①全体設計図と政
策パッケージの素
案について

②評価の在り方に
ついて

第７回 ＷＧ

最終報告素案の議
論

①全体設計図と政
策パッケージの素
案について

②評価の在り方に
ついて

第６回 ＷＧ

①ｕ－Ｊａｐａｎを構
成するソリューショ
ンの詳細について
（２）

②ソリューション実
現のための具体的
な要求事項につい
て（２）

第６回 ＷＧ

①ｕ－Ｊａｐａｎを構
成するソリューショ
ンの詳細について
（２）

②ソリューション実
現のための具体的
な要求事項につい
て（２）

第８回 ＷＧ

最終報告案の議
論

①全体設計図と
政策パッケージに
ついて

第８回 ＷＧ

最終報告案の議
論

①全体設計図と
政策パッケージに
ついて

第３回総会

全体の最終
報告案

ソリューション詳
細化のためのヒ
アリングを実施
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